
59.0

37.4

34.9

14.4

4.7

4.0

2.5

4.7

2.5

2.5

39.2

32.0

33.2

15.9

6.0

5.1

4.8

4.8

4.5

1.5

黙って我慢した

友達、同僚、上司に相談した

家族、親戚に相談した

相手に抗議するなど自分で処理（解決）した

警察に相談した

弁護士、法テラス等に相談した

公共機関（県、市町村、法務局や人権擁護委員）に

相談した

その他

覚えていない

無回答

調査の概要

調査対象 満18歳以上の県民2,000人
調査期間 令和５年11月13日～12月30日
調査方法 郵送
回収数(率) 969（48.5%）

（男性 436人、女性 497人、回答しない 17人）

◇人権侵害されたと思ったこと

人権に関する県民意識調査(令和５年11月実施)の概要 (1/2)

28.7

31.6

27.8

69.9

67.2

71.0

1.4

1.1

1.2

R5

53.6

30.9

25.2

20.5

14.7

14.4

12.9

12.6

10.4

9.0

8.6

7.6

4.7

4.0

2.2

1.8

4.0

0.7

49.7

42.8

20.4

21.3

0.0

15.3

18.6

13.5

8.7

9.9

12.0

9.9

8.1

2.7

0.9

3.9

3.0

0.6

あらぬ噂、他人からの悪口、陰口

職場での嫌がらせ

名誉・信用のき損、侮辱

学校でのいじめ

使用者による時間外労働の強制などの不当な待遇

プライバシーの侵害

差別待遇

暴力、脅迫、強要

セクシュアル・ハラスメント

地域社会での嫌がらせ

警察官等の公務員からの不当な取扱い

悪臭、騒音等の公害

ドメスティック・バイオレンス

ストーカー行為

児童虐待

社会福祉施設などでの施設職員からの不当な取扱い

その他

無回答

（%）

男性 2.9 女性 17.0

回答しない 0.0

男性 25.7  女性22.9

回答しない 50.0

70代 38.8

30代 9.8

30代 9.8

R5新設

男性 7.6 女性 7.8

回答しない 21.4

◇人権侵害の内容

6.0

6.6

47.1

48.1

45.9

43.9

1.0

1.3

R5

H30

男性44.7 女性48.9

回答しない 17.6

年齢が高いほど高い傾向

60.3

46.0

44.1

43.1

35.6

29.7

17.9

17.3

15.7

14.4

13.7

12.9

10.5

9.3

8.4

6.2

4.6

3.4

1.1

6.2

1.0 

48.6

50.3

49.5

46.0

46.9

17.2

17.5

10.9

18.7

9.6

4.5

13.4

12.5

6.2

8.1

2.9

3.6

4.2

1.7

5.1

1.1

インターネットによる人権侵害

子どもに関する問題

障害のある人に関する問題

女性に関する問題

高齢者に関する問題

風評に基づく偏見や差別など災害（東日本大震災

など）に伴う人権問題

犯罪被害者やその家族に関する問題

性的指向（同性愛、両性愛）に関する問題

北朝鮮当局によって拉致された被害者やその家族

に関する問題

性自認（出生時に割り当てられた性別と性自認が

一致しない者）に関する問題

ＨＩＶや肝炎、新型コロナウイルス感染症などの感

染者・患者、医療従事者やその家族に関する問題

外国人に関する問題

刑を終えて出所した人やその家族に関する問題

部落差別・同和問題

人身取引（性的搾取、強制労働等を目的とした人

身取引）に関する問題

アイヌの人々に関する問題

ホームレスに関する問題

ハンセン病患者・回復者やその家族に関する問題

その他

特にない

無回答

60.4

58.9

46.9

39.6

33.6

25.2

22.4

22.1

17.8

17.5

13.8

13.1

2.0

2.2

6.8

1.3

58.0

58.6

0.0

39.7

36.3

20.5

22.0

26.5

21.2

20.1

14.0

12.6

2.0

1.8

7.3

2.6

学校において人権に関する教育を充実させること

人権に関する正しい知識が浸透するよう、社会教

育を充実させること

悩みを安心して話すことができる場が充実するこ

と

人権意識を高め、人権への理解を深めるため、啓

発を充実させること

人権を侵害された被害者の救済・支援を充実する

こと

人権侵害に関する行為に対して、法令に基づく罰

則等を強化すること

人権課題に対応する専門の相談機関を充実する

こと

公務員等の公的機関に勤める職員がしっかりと人

権意識を持つよう、研修等を充実させること

国、地方公共団体及び民間団体等が連携を図る

こと

企業関係者の人権意識の高揚を図るため、研修

等を推進すること

人権に関する情報の収集及び提供を充実するこ

と

人権侵犯事件の調査・処理や人権相談に関する

人員を充実すること

現状の社会で十分人権は尊重されており、新たな

取り組みは不要である

その他

わからない

無回答

H30

R4国

ある ない 無回答

◇人権侵害したこと

男性 24.1 女性 30.8

回答しない 82.4 30代 41.8

あると 自分では気づかなかったが ないと思う 無回答
思う あるかもしれない

（%）
（%）

（%）

◇人権侵害された時の対処方法

R  5
H30

◇日本の社会における人権問題について、あなたの関心のあるもの
はどれですか。

◇あなたは、人権問題の解決に向けて、どのようなことに力をいれ
ていけばよいと思いますか。

（%）

（%）

ＴＶ・
ラジオ

インター
ネット

新聞・
雑誌

講演会・
研修会

全体 ５６．７ ４６．０ ２９．７ ２６．１

18～20代 ４９．３ ６９．０ ２１．１ １６．９

30代 ５０．８ ６１．５ １５．６ ２０．５

40代 ５３．１ ６１．３ ２３．８ ２０．６

50代 ６０．４ ５２．６ ３０．５ ２０．１

60代 ６０．６ ３８．３ ３７．２ ３０．３

70代 ６４．１ ３０．７ ３７．０ ３８．５

80～ ４０．７ １３．６ ３５．６ ３０．５

◇効果的な啓発広報活動

R   5
H30

男性 26.7

女性 47.7

回答しない 14.3

男性 20.0

女性 43.8

回答しない 57.1

R   5
H30

男性 61.9 女性 59.6

回答しない 47.1

男性 40.8

女性 50.7

回答しない 52.9

男性 34.2

女性 52.3

回答しない 35.3

18～20代 63.4

男性 31.4

女性 40.2

回答しない 17.6

R   5
H30

R5新設

内は、H30に比べR5が増加している項目
男性 48.6 女性 52.9

回答しない 85.7

男性 57.1 女性 58.2

回答しない 71.4

男性 16.5 女性 18.3

回答しない 23.5

男性 12.6 女性 15.9

回答しない 23.5

男性 18.8

女性 24.1

回答しない 52.9

男性 47.7 女性 45.1

回答しない70.6

男性 2.9

女性 0.7

回答しない 21.4

男性 36.2

女性 55.7

回答しない 58.8

男性 57.6

女性 59.8

回答しない 64.7

70代 70.3

男性 21.9 女性 11.1

回答しない 7.1

男性 18.6 女性 16.7

回答しない 35.3

男性 31.2

女性 35.2

回答しない 52.9

男性 20.6

女性 23.5

回答しない 35.3

男性 58.0 女性 63.0

回答しない 52.9



1.6

11.3

4.4

1.4

0.0

5.4

11.5

11.6

14.4

24.3

25.8

42.6

42.2

44.0

51.0

0.9

12.5

5.4

1.5

3.1

7.4

9.5

9.8

14.8

25.1

30.7

31.1

38.6

42.9

43.3

無回答

わからない

特にない

その他

幼児言葉で対応されること

悪徳商法の被害が多いこと

アパート等への入居を拒否される

こと

宿泊施設や公共交通機関の利用、

店舗等への入店を拒否されること

スポーツ・文化活動・地域活動に

気軽に参加できないこと

交際や結婚に際して周囲の反対を

受けること

家庭や障害者福祉施設において嫌

がらせや虐待を受けること

差別的な言葉を言われること

じろじろ見られたり、避けられた

りすること

職場、学校で嫌がらせやいじめを

受けること

就職・職場で不利な扱いを受ける

こと

R 5

H30

＜ 女 性 ＞

＜ 子 ど も ＞ ＜ 高 齢 者 ＞ ＜ 障 害 者 ＞「どのような人権の問題が起きている
と思いますか」

＜ 部落差別が存在する理由 ＞ ＜インターネットによる人権侵害＞＜ 外 国 人 ＞ ＜性的指向＞

（%）

1.7

8.6

7.9

1.0

10.2

5.9

14.3

31.4

41.2

57.5

39.7

1.4

10.8

7.2

1.2

5.5

7.0

16.0

29.5

40.9

48.6

49.7

無回答

わからない

特にない

その他

アダルトビデオなどに出演したこと

で被害を受けること

女性だけに用いられる言葉が使われ

ること

売春・買春

ドメスティック・バイオレンス

セクシュアル・ハラスメント

職場において差別待遇を受けること

性別による固定的な役割分担意識に

基づく差別的取扱いを受けること

R 5

H30

1.5

4.7

3.1

1.9

21.9

22.2

32.0

0.0

61.5

60.1

73.8

0.9

4.3

3.2

1.3

21.4

21.7

30.0

35.3

58.3

59.2

74.7

無回答

わからない

特にない

その他

児童買春・児童ポルノ等の対象と

なること

学校や就職先の選択等の子どもの

意見について、大人がその意見を

無視すること

体罰を受けること

不登校はいけない、恥ずかしいと決

めつけること

虐待を受けること

いじめ、体罰や虐待について、周

りの人が気がついているのに何も

しないこと

いじめを受けること

R 5

H30

1.1

5.3

4.6

1.3

0.0

10.6

17.1

20.1

12.6

20.8

29.8

28.3

35.9

36.1

58.1

1.0

5.6

4.2

1.0

7.2

7.5

12.7

16.8

17.4

19.2

23.8

27.7

33.2

34.1

61.7

無回答

わからない

特にない

その他

幼児言葉で対応されること

預金などの財産を勝手に処分され

ること

差別的な言葉を言われること

高齢者の意見や行動が尊重されな

いこと

アパート等への入居を拒否される

こと

家庭内での看護や介護において嫌

がらせや虐待を受けること

高齢者が邪魔者扱いされ、つまは

じきにされること

働く能力を発揮する機会が少ない

こと

経済的に自立が困難なこと

病院での看護や介護施設において

劣悪な処遇や虐待を受けること

悪徳商法、特殊詐欺の被害が多い

こと

R 5

H30

（%） （%）

1.7

23.6

9.6

0.9

3.2

13.4

12.6

13.3

15.1

20.7

19.5

33.4

30.3

1.3

21.7

11.6

1.5

2.8

9.3

11.8

12.5

15.3

18.0

22.2

31.2

34.9

無回答

わからない

特にない

その他

宿泊施設、店舗等への入店や施設

利用を拒否されること

ヘイトスピーチを伴うデモ、集会、

街宣活動等が行われること

アパート等への入居を拒否される

こと

交際や結婚に際して周囲の反対を

受けること

じろじろ見られたり、避けられた

りすること

差別的な言葉を言われること

職場、学校等で嫌がらせやいじめ

を受けること

風習や習慣等の違いが受け入れら

れないこと

就職・職場で不利な扱いを受ける

こと

R 5

H30 2.4

11.7

1.7

0.6

22.5

26.1

33.3

47.1

48.7

53.9

75.5

1.8

9.0

1.8

0.5

24.8

28.1

30.0

48.9

51.1

54.9

80.3

無回答

わからない

特にない

その他

ネットポルノが存在していること

捜査の対象となっている未成年者

の実名や顔写真が掲載されること

リベンジポルノが行われていること

プライバシーに関する情報が掲載

されること

他人に差別をしようとする気持ち

を起こさせたり、それを助長する

ような情報が掲載されること

SNSによる交流が犯罪を誘発す

る場となっていること

他人を誹謗中傷する情報が掲載さ

れること

R 5

H30

（%）

2.4

33.0

8.0

0.7

3.7

5.5

24.7

27.5

30.9

42.5

1.8

30.0

9.4

1.0

4.9

6.9

27.0

28.8

33.3

41.2

無回答

わからない

特にない

その他

宿泊施設、店舗等への入店や施設

利用を拒否されること

アパート等への入居を拒否される

こと

就職・職場で不利な扱いを受ける

こと

じろじろ見られたり、避けられた

りすること

職場、学校等で嫌がらせやいじめ

を受けること

差別的な言葉を言われること

R 5

H30

（%）

（%） （%） （%）

1.9

23.9

2.7

2.0

8.4

8.0

10.4

18.8

17.3

32.7

50.5

1.4

19.1

3.2

1.8

7.1

7.2

8.3

21.6

22.0

37.8

52.6

無回答

わからない

特にない

その他

部落差別・同和問題はもはや存在しない

地域社会や家庭において話題となるから

えせ同和行為などにより「同和は怖い問

題である」と思うから

これまでの教育や啓発が十分でなかった

から

落書きやインターネット上などで差別意

識を助長する人がいるから

部落差別・同和問題の知識がなかったり

、無関心だったりする人がいるから

昔からある偏見や差別意識を、そのまま

受け入れてしまう人が多いから

R 5

H30

人権に関する県民意識調査(令和５年11月実施)の概要 (2/2)


